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 何・誰を対象に 地域住民

どの様な状態

にするのか

小学校区単位の新しいコミュニティ組織として「地域協議会」を設立し、地域の絆力を高めながら、主

体的に地域の課題解決を図り、これからも安心して暮らし続けられる地域づくりを目指す。

予算区分 2 1 9 3

根拠法令・個別計画

小牧市地域協議会制度方針、小牧市地域助け合い交付金交付要綱、小牧市地域パート

ナーに関する要綱
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実施計画事業 ○

事業類型 一般事業 担当課 協働推進課 

事業期間 平成２４年度 ～ 平成３１年度以降

事業番号 14

平成28年度 事務事業評価シート平成28年度 事務事業評価シート平成28年度 事務事業評価シート平成28年度 事務事業評価シート
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要要要要

事務事業名 地域協議会創設事業 担当部 市長公室

会計区分 一般会計

担当係 コミュニティ係

総合計画

新基本計画

自治体経営 地域協働 コミュニティ活動を推進します

施策等

重点事業 ○

◆27年度実施内容

○地域協議会市民会議の開催（2回）

　・篠岡小学校区地域協議会における事業計画の審議、意見交換など

　・他地区の進捗状況報告、地域協議会設立に向けた進め方など

○区長会との連携

　・区長会まちづくり講演会の実施（四日市大学：岩崎教授による講演） 参加者：75名

　・区長会先進地視察の実施（三重県伊賀市：伊賀市および古山地区住民自治協議会）　　参加者：75名

　・日本福祉大学原田教授による地域福祉講演会（10月21日）【区長・民生合同研修】

○勉強会の開催

  ・小牧地区区長会での勉強会（7月10日）、小牧南地区区長会での勉強会（12月10日）

○大城小学校区での取組み

　・大城小校区住民勉強会（6月10日）

　・関係区長と打合せ（7月22日、9月8日、3月23日）

　・関係区長、区役員、民生委員、保健連絡員等との検討会（10月13日）

○味岡小学校区での取組み

　・関係区長と打合せ（2月27日）

○小牧原小学校区での取組み
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○小牧原小学校区での取組み

　・住民勉強会、アンケート実施（9月6日、7日）　　・発起人会（5月14日、6月16日）

　・関係区長検討会（6月23日、2月1日）　　　　・設立準備委員会の開催（2月26日、3月11日、4月11日）

○陶小学校区地域協議会の主な事業

　・花火大会（協賛：5月2日）　・住民交流夏まつり（8月2日）　・もちつき大会（12月13日）

　・広域防災訓練（2月11日）  ・地域ビジョン（通年）

○篠岡小学校区地域協議会の主な事業

　　・広域防災訓練（11月3日）　・クリスマス会＆もちつき大会（12月20日）

◆平成27年度直接経費の内訳

　・地域協議会市民会議委員謝礼（231千円）　　・小牧市地域助け合い交付金（2,230千円）

　・小牧市地域協議会事務局開設準備交付金（370千円）

　・その他、印刷製本費、講師謝礼、筆耕翻訳料等（444千円）

◆平成28年度直接経費の内訳

　・地域協議会市民会議委員謝礼（881千円）　　・小牧市地域助け合い交付金（10,882千円）

　・小牧市地域協議会事務局開設準備交付金（1,500千円）

　・その他、講師謝礼、筆耕翻訳料等（771千円）

目的達成のため

にどのような事業

を実施したか
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地域協議会の意義や必要性を感じていただけるように働きかけた結果、小牧原小学

校区において、平成28年2月26日に設立準備委員会が発足し、平成28年4月24日に

市内第3号となる地域協議会が設立された。

陶小学校区地域協議会では発足から2年が経過し、前年度に実施した事業に加え

て、平成27年度からもちつき大会を実施した。（全４事業）

篠岡小学校区地域協議会では初年度事業として広域防災訓練、クリスマス会＆もち

つき大会を実施した。（全２事業）
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活動指標名 H25 H26 H27 H28

事業番号 14
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地域協議会の設立については、将来に対する危機感を共有することや関係区長の合
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前年度に引き続き、関係区長等に地域協議会の必要性について説明するとともに、

今後は、消防署や福祉総務課と連携して、防災と福祉の切り口で小学校単位の連携

を促し、地域協議会の設立を働きかける。また、既に設立されている地域協議会につ

いては、課題解決型事業の充実が図れるように支援していく。
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一次評価のとおり。

交付金については、他課の既存の補助金等の交付内容も踏まえ、あり方を

整理すること。

地域協議会の設立については、将来に対する危機感を共有することや関係区長の合

意形成を図ること、また、リーダーとなる人材を発掘することが必要。

地域協議会が設立された２校区については、地域の連携が強化され、主体的に地域

の課題を解決するという意識の醸成が図れた。

将来的に安心して暮らし続けられる地域づくりを目指し、平成３０年度までに１６校区

での設立を進める。

活動拠点の整備の方向性を明確にするとともに庁内連携を強化し、全市的な設立に

向けて、継続的に取り組んでいく。


